








全⽇ラビー少額短期保険株式会社 

個 別 注 記 表 
⾃ 2018 年 4 ⽉ 1 ⽇ 
⾄ 2019 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

１． 重要な会計⽅針 
 (1) 資産の評価基準及び評価⽅法  
     該当なし。  
 (2) 固定資産の減価償却の⽅法 
    有形固定資産  法⼈税法の規定による定額法、ただし、⼯具器具備品は定率法  
    無形固定資産  法⼈税法の規定による定額法 
    リース資産（所有権移転外）  リース期間を耐⽤年数とし、残存価額を零とする

定額法 
 (3) 引当⾦の計上基準  
    貸倒引当⾦   
     該当なし。  
    賞与引当⾦    
     該当なし。   
    退職給付引当⾦  
     該当なし。 
 (4) その他計算書類の作成のための基本となる重要事項  
  ① リース取引の処理⽅法 
     リース取引に関する会計基準を適⽤し通常の売買取引に係る会計処理によって

います。  
  ② 消費税等の会計処理 
     消費税等の会計処理は、税込⽅式によっています。 
２． 誤謬の訂正に関する注記 

 過年度の決算において修正が必要な会計処理があり、本来処理されるべきであっ
た決算期に遡って決算の修正を⾏いました。この訂正に伴い前事業年度に遡及して、
保険業法第 113 条繰延資産を計上・償却し、保険契約開始⽇前の保険契約を預り⾦
とするとともに、責任準備⾦積⽴額を修正しました。当該処理による累積的影響額は
当該事業年度の期⾸の純資産の帳簿価格に反映されております。 

この結果、株主資本等変動計算書の利益剰余⾦の遡及処理後の期⾸残⾼は 22,131
千円減少しております。 

 
 



３． 貸借対照表に関する注記  
 (1) 有形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・  803 千円 
 (2) 無形固定資産の減価償却累計額 ・・・・・・・・・・1,268 千円 
 (3) 関係会社に対する⾦銭債権及び⾦銭債務 
     未払⾦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27,819 千円 
 (4) ⽀払備⾦の内訳 
     ⽀払備⾦(出再⽀払備⾦控除前)43,661 千円 
     同上にかかる出再⽀払備⾦    39,294 千円 
     ――――――――――――――――――― 
        差引計              4,366 千円 
 (5) 責任準備⾦の内訳 
     普通責任準備⾦       35,915 千円 
     異常危険準備⾦        8,259 千円 
     ――――――――――――――――――― 
          計        44,175 千円 
 (6) 保険業法第 113 条繰延資産 
    保険業法第 272 条の 18 において準⽤する同法第 113 条繰延資産への繰⼊額及び

償却額の計算は定款の規定に基づいて⾏っております。 
４． 損益計算書に関する注記 
 (1) 関係会社との取引⾼ 
    営業取引による取引⾼・・・・・・・・・・・・・ 27,819 千円 
 (2) 正味収⼊保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・54,769 千円 
 (3) 正味⽀払保険⾦・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,221 千円 
 (4) ⽀払備⾦繰⼊額 
     ⽀払備⾦繰⼊額           3,132 千円 
     ――――――――――――――――――― 
             計        3,132 千円 
 (5) 責任準備⾦繰⼊額 
     普通責任準備⾦繰⼊額      13,891 千円 
     異常危険準備⾦繰⼊額       1,249 千円 
     ――――――――――――――――――― 
             計     15,141 千円 
 (6) 利息及び配当⾦収⼊の資産源泉別内訳 
    預貯⾦利息・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 千円 
 
 



５． 税効果会計に関する注記 
    繰越⽋損⾦         49,704 千円 
   ――――――――――――――――――――― 
       ⼩計          49,704 千円     
    異常危険準備⾦繰⼊超過   △2,529 千円 
    113 条繰延資産計上額    △19,023 千円 
   ――――――――――――――――――――― 
       ⼩計        △21,552 千円 
   ――――――――――――――――――――― 
   繰延税⾦資産合計       28,152 千円 
６． ⾦融商品の時価等に関する注記 
 (1) ⾦融商品の状況に関する事項 
   当社は、資⾦運⽤については短期的な預貯⾦に限定しております。 
 (2) ⾦融商品の時価等に関する事項 
   平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については

次のとおり。 
              貸借対照表計上額   時価     差額 
   ①現⾦及び預⾦     64,877 千円    64,877 千円    ― 
   ②代理店貸        14,040 千円     14,040 千円    ― 
  （注）⾦融商品の時価の算定⽅法に関する事項 
     短期的に決済されるため、時価は帳簿価格にほぼ等しいことから当該帳簿価格

による。 
７． 1 株当たり情報に関する注記 
 (1) 1 株当たり純資産額・・・・・・・・・・・・51,189 円 93 銭 
 (2) 1 株当たり純利益・・・・・・・・・・・・・ 3,771 円 32 銭 
８． 重要な後発事象に関する注記 
     該当なし。 


